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UD-Book規格の紹介
UD-Bookのコンセプト，操作方法

Uji. Lab. 
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UD-Book規格への期待

• e-Pat(令和元年度から3年度まで提供, PDF+EPUB規格）から新たな期待

• 固定モードでの読み上げ

• 固定モードの縦書きの読み上げ

• 固定モードの見開き表示

• ふりがなのひらがな表示

• 行移モードと固定モードの同時表示

• iPad, Windows, ChromeBookでの利用

• インターネットや機材環境に左右されない利用
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UD-Book規格の構成
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ぎょううつし
固定モード ⾏移モード

・原本レイアウトに近い表⽰モード
・拡⼤してもぼやけない

・⽂字のみの表⽰モード
・⽂字拡⼤時画⾯幅で⾏移

・同じページを同時表⽰
・読み上げハイライト同期表⽰

ふりがな

読み上げ

文字の設定

文章の設定



UD-Book規格

Uji. Lab.
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jpeg

html 

css

Java Script
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UD-Book教科書の製作について

• UD-Book教科書：UD-Book規格で製作された音声教材

• 小学生〜高校生

• 全ての教科の製作が可能

＜効率のよい製作及び提供のために＞

• 段階的な申請受付

• １００ページを超える教科書の部分的な提供
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UD-Book機能紹介

1. 起動、教科書を開く

2. 固定モード

3. 読み上げ機能

4. 振り仮名表示設定

5. 行移モード

6. ハイライト表示設定
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UD-Book利用状況（人）
（複数回答可）

授業中（教科） 38

通級・放課後の個別指導 17

家庭学習（一人で） 33

家庭学習（保護者と） 8

活用していない 16

その他 3
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UD-Book利用アンケート

UD-Bookをどこで、いつ活用するのか

通常学級 17

通級指導教室 10

特別支援学級 22

特別支援学校 10

放課後等デイサービス 5

家庭 35

利用場所（人）（複数回答可）

調査期間：2022年12月22日〜2023年2月3日

回答者数：63名

学校 家庭



UD-Bookの申請
UD-Bookの適用と申請

Uji. Lab. 
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UD-Bookが向いている児童生徒の状況

●診断や心理検査・発達検査等は不要。

• 紙の教科書を初見で読んだ際，読めない漢字が多い。

• 紙の教科書を初見で読んだ際，たどたどしい。

• ふりがなを表示すると，読める。

• 読み上げ音声（合成音声）で聞くと内容が理解できる。

• 合成音声に苦手さがない。

• デジタル教科書と音声教材

• 同じ閲覧ソフトでの利用が適している場合

• デジタル教科書が発行されていない場合
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UD-Book(文字・画像付き音声教材)の
申請時評価項目

01.読み誤りがある（不正確な読みをする）

02.逐次読みになってしまう（文字を一つ一つ拾って

読んでしまう）

03.勝手読みをしてしまう（字を飛ばしたり足したり

して、間違った読み方をしてしまう）

04.特殊音節（きゃ・ぎゃ等）を読むのが苦手

05.ひらがなを読むことが苦手

06.カタカナを読むことが苦手

07.漢字を読むことが苦手

08.英語を読むことが苦手（中学生以上）

09.単語の切れ目が分かりづらい

10.小さな文字を読むことが苦手
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11.読むことに時間がかかる

12.文章を集中して読むことが苦手

13.文章の内容を理解することが苦手

14.文章を読むと、他の人より疲れてしまう

15.ページめくり、抑え等、紙の教科書で必要な動作が苦手

16.視力が悪い（差し支えなければ矯正後視力を記入：）

17.視野が狭い・視野の一部が見えにくい

18.まぶしく感じる

19.薄暗くなると見えにくい

20.色の区別が難しい

21.目が揺れてしまって見えにくい

教科書を初めて読んだ時に，１つでも当てはまる様⼦があればUD-Book教科書を申請することができます。



・Step2 「申請方法」をクリック 
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・Step1 広島大学UD-Book（文字画像付き音声教材）

ホームページサイトの検索

UD-Book

UD-Bookの申請方法



UD-Book教科書の申請の流れ

1. 対象児童生徒の評価

2. 学校内・保護者との調整

3. UD-Book教科書利用に関する情報共有，利用教科の

選定，利用方法の選定

4. 利用申請（学校IDの取得・利用者IDの取得）

5. 利用方法に応じた教材の取得・利用準備
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UD-Book教科書利用者を指導する方等
の申請
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• 指導者もUD-Book教科書を申請いただけます！

どんな人が指導者として申請できる？

Ø UD-Book教科書を利用する児童生徒を指導する方

Ø UD-Book教科書を利用を検討する児童生徒を指導する方

Ø 教育相談等でUD-Book教科書などの音声教材を紹介したいと

考えている教育関係者
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UD-Book教科書の利用（全ての利用者）

UD-Bookサイトで様々な情報をお知らせ！



UD-Bookの取得方法

UD-Bookホームページにて解説動画，手順書を配信！

Uji. Lab. 16



UD-Book関連サイト

• UD-Bookホームページ

• 申請, Q&A, UD-Bookリーダー取得

https://home.hiroshima-

u.ac.jp/ujima/onsei/index.html

• UD-Bookサイト

• 教材入手, 進捗確認, 修正依頼

https://app.udbook-hs.com
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UD-Bookの活用

Uji. Lab. 
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UD-Book利用アンケート

UD-Book活用による学習効果
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調査期間：2022年12月22日〜2023年2月3日

回答者数：63名
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UD-Book利用アンケート

UD-Book活用による学習意欲への影響
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調査期間：2022年12月22日〜2023年2月3日

回答者数：63名
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個別に最適化した見え方

• 漢字の習得が難しい。

• カタカナをスムーズに読むことが難しい時がある。
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ふりがなの表⽰
⽂字種の選択



UD-Book利用アンケート

利用するモードや機能について
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調査期間：2022年12月22日〜2023年2月3日

回答者数：63名

利用するモード（人）
（複数回答可）

固定モード
（振り仮名なし）

20

固定モード
（ひらがな振り仮名）

45

固定モード
（カタカナ振り仮名）

7

固定モード
（音声利用なし）

10

固定モード
（音声利用あり）

44

行移モード
（振り仮名なし）

5

行移モード
（ひらがな振り仮名）

18

行移モード
（カタカナ振り仮名）

0

行移モード
（音声利用なし）

5

行移モード
（音声利用あり）
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個別に最適化した見え方

• イラストや配色によって、どこを見たらいいのかわからなくなる。
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⾏移モード, 拡⼤
配⾊の⼯夫



個別に最適化した見え方

• 注意集中が続きにくい。

• 音読をしていると気がつくと教科書から意識が外れてしまう。
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ハイライトの⼯夫

⽂章をハイライトする 段落をハイライトする



読み上げ機能の学習での活用

• 何度でも聞くことができる

• 音読練習や文字の習得
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復唱する



ご清聴ありがとうございました。

UD-Book教科書に関するご質問は下記までお気軽にお問い合わせください。

広島大学氏間研究室 音声教材製作チーム

問い合わせフォーム

https://home.hiroshima-u.ac.jp/ujima/onsei/5contact.html

メール uji-lab@hiroshima-u.ac.jp

電話 090-9241-9160
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